
54 都市農村共生・対流総合対策交付金［新規］
【１，９５０（－）百万円】

対策のポイント
農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を観光、教育、健康等に活用する、集

落連合体による地域の手づくり活動を支援し、都市と農山漁村の共生・対流
を推進します。

＜背景／課題＞
・農山漁村においては、人口の減少・高齢化や社会インフラの老朽化等に伴い、地域コ

ミュニティの活力が低下し、地域経済が低迷する一方、消費者・都市住民においては、
付加価値の高い観光、教育、健康づくり等に対するニーズが増大するとともに、東日
本大震災を契機に、地域の絆を重視する傾向が生じています。

・このような状況を踏まえ、農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を観光、教育、健康等
に活用しながら、都市と農山漁村の共生・対流を強力に推進し、農山漁村における所
得や雇用の増大により地域活性化と地域コミュニティの再生を図っていくことが重要
です。

・このため、集落が市町村、ＮＰＯ等多様な主体と連携する集落連合体を各地で立ち上
げ、関係省庁連携の下、地域の特性に応じて、農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を
観光、教育、健康等に活用する地域の手づくり活動を総合的に支援していく必要があ
ります。

政策目標
全国300地域において、都市と農村の共生・対流を通じた所得・

雇用の増大を実現（平成25～29年度）

＜主な内容＞
１．集落連携推進対策

中山間地域や平場農業地域を中心に、集落連合体が取り組む「食」を活用したグ
リーン・ツーリズム、子どもから社会人までを対象とした農山漁村の体験教育、「農」
を活用した健康づくりなど、農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を観光、教育、健
康等に活用する地域の手づくり活動を支援します。

補助率：定額（１地区当たり上限800万円 等）
事業実施主体：地域協議会、農業法人、ＮＰＯ 等

２．人材活用対策
農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を観光、教育、健康等に活用する地域の手づ

くり活動の推進のため、地域外の人材や意欲ある都市の若者を長期的に受け入れる
取組を支援します。

補助率：定額（１地区当たり250万円 ）
事業実施主体：地域協議会、農業法人、ＮＰＯ 等

３．施設等整備対策
農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を観光、教育、健康等に活用する地域の手づ

くり活動に必要な拠点施設の確保のため、空き家、廃校等の補修等を支援します。
補助率：１／２等 （１地区当たり上限2,000万円 等）

事業実施主体：地域協議会、農業法人、地域協議会の構成員(市町村等) 等

４．広域ネットワーク推進対策
都市と農山漁村の共生・対流を広域的に推進するため、全国及び都道府県単位で

人と情報のネットワークを構築し、関係省庁の連携の下、都市と農山漁村のニーズ
のマッチング、アドバイザー等の派遣、情報の受発信等の取組を支援します。

補助率：定額
事業実施主体：都道府県、民間団体、ＮＰＯ等

お問い合わせ先：
農村振興局都市農村交流課 (０３－３５０２－５９４６（直））
農村振興局中山間地域振興課 (０３－３５０２－６００５（直））

［平成25年度予算の概要］
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